
表紙写真 　笑顔あふれる旭が丘小学校
の皆さん。「誰一人取り残さな
い」ことを目標に、一人一人の
個性を伸ばし、安心して学べ
る教育が推進されています。
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「誰一人取り残さない」学校教育体制

子ども家庭支援課　職員

特別支援学級

国際教室

特別支援学校

通級指導教室

通常の学級

適応指導教室
※

※不登校の子どものために、学習・創作・スポーツ・園芸・
調理などの活動を通して、学校生活への復帰や社会的
自立への個別支援を行う教室

　すずっこファイルは、お子さんの様子や特性、
健診の結果、保育・教育の記録、医療情報など、
大切な情報を記録しまとめることができるファイル
です。また、お子さんに支援が必要な場合は、保育
園（所）・幼稚園や学校と一緒に支援計画を作成。
支援の情報を就学先や進学先へ引き継ぐことで、
途切れのない支援につなげます。

妊娠届出時に配布して
います。生まれてからの
成長記録をまとめること
ができますので、ご活用
ください。

す ず っ こ フ ァ イ ル
出生から途切れのない支援へ！出生から途切れのない支援へ！

ダンスが得意
片付けが苦手

絵を描くことが得意
英語が苦手

走ることが得意
球技が苦手

バスケットボールが得意
勉強が苦手

英語が得意
理科が苦手

水泳が得意
虫が苦手

白子中学校 生徒会の皆さん白子中学校 生徒会の皆さん
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ども一人一人の教育的ニーズを把
握し、適切な指導や必要な支援を
行う特別支援教育の推進が求め

られています。
特別支援教育の視点から教育を進めていく

ことが、「誰一人取り残さない」教育として、
障がいのある子どもだけでなく、学習面や
生活面に「困り感」のある子ども、さらには
全ての子どもにとって、良い効果をもたらすと
考えられています。

子

一人一人を大事にする特別支援教育一人一人を大事にする特別支援教育

稲生小学校通常学級での授業稲生小学校通常学級での授業

特別支援教育で、安心できる学校や学級に
　稲生小学校の今年度の合言葉は「あんしん」です。この合言葉を4月
の始業式で全校児童・教職員に伝えました。その後も「安心できる
学校・学級になっているか」ということを常に問い続けてきました。
　一人一人を大事にすることで、安心感が生まれます。一人一人を
大事にする教育は、当たり前だと考えています。目の前の子どもを見て、
その子が何が得意で何が苦手なのか、何に困っているのかを把握して、
子どもの特性に応じた支援を考える必要があります。
　このような支援は、全ての子どもたちに有効な手立てです。この当たり
前の教育「特別支援教育」を学校全体で推進しています。 溝口  忍さん

稲生小学校校長
みぞぐち しのぶ
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　あらかじめ授業で取り組む内容や
伝えたいことを視覚化して、子どもたち
が見通しを持って安心して学べるよう
にしています。

　集団の中で十分に力を発揮できな
い子どもたちをサポートしています。
子どもたちが“楽しい・できる・ほめら
れる”ように教材や関わり方を工夫し
自信を持つことで、自分らしく、いきい

きと学校生活を送
れるように考えて
います。

　特別支援学級では、児童・生徒一人一
人の障がいの状態や特性、心身の発達の
段階などに応じた授業を行っています。

◀授業の流れを順序
立てて視覚化。でき
た項目に花丸を付
けることで、児童も
やる気に

意欲を引き出し、一人一人が輝ける授業

　通級指導教室では、学校生活や学習に
おいて特別な教育的ニーズのある児童・
生徒に、通常学級とは別に、個別や少人数
グループでの教育支援を行っています。

◀ボール運動など体を使った学習を取り入れて体幹
を鍛えることで、児童の集中力や学習意欲の向上
につなげています。

子どもの成功体験を増やす授業

介助員として働いてみませんか

　市内小・中学校で活動する介助員。特別支援学級で、
子どもたちの学習活動のサポートを行っています。そのほ
かにも、子どもたちの学校生活上の介助など、役割は多岐
にわたります。
　子どもへの支援教育に理解と熱意があれば、特別な資
格は不要。介助員として働くことを希望される方は、学校
教育課へ
※令和5年度の介助員を募集しています。
　詳しくは、14ページをご覧ください。

子どもの成長に喜びを感じます。
ぜひ一緒に働きましょう！
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子ども家庭支援課　　 382-9140 　 382-9142　 kodomokateishien@city.suzuka.lg.jp 
学校教育課　　 382-7618 　 382-9054　 gakkokyoiku@city.suzuka.lg.jp 
教育指導課　　 382-9028 　 383-7878　 kyoikushido@city.suzuka.lg.jp

今回の特集に関するご意見・ご感想は

畑　貴莉乃さん

稲生小学校教諭
はた　 　 き  り   の

特別支援学級

舩越  真美さん

飯野小学校教諭
ふなこし まな み

通級指導教室

神戸小学校  介助員の皆さん
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　市では、多様な教育的
ニーズに対応できる学びの
場として、例えば不登校児
童・生徒のための「適応指導
教室」や、外国にルーツのあ
る児童・生徒のための「国際
教室」などを設置して教育
体制を整えています。

教育指導課　職員

一人取り残さないことは、SDGｓの理念でも
あり、文部科学省が目指す令和の学校教育
の姿でもあります。

　私たちは、さまざまな人と共に暮らしています。人それ
ぞれに、運動が得意、読書が好き、パソコンが苦手、虫が
嫌いなど個性があります。
学校では、このような個性だけでなく、家庭環境の違い

や障がいの有無、心身の発達の程度など、それぞれの
事情がある子どもたちが共に学んでいます。そのような
子どもたち一人一人の教育的ニーズを把握し、さまざま
な課題を乗り越え、子どもたちの可能性を伸ばしていく
ことが、これからの学校教育の目指す姿となっています。

誰

歌を歌うことが得意
算数が苦手

整理整頓が得意
歌を歌うことが苦手

発表が得意
言葉を選んで
使うことが苦手

ピアノが得意
掃除が苦手

旭が丘小学校  児童会の皆さん旭が丘小学校  児童会の皆さん

誰一人取り残さない誰一人取り残さない
　子どもたち一人一人には、それぞれ個性があります。誰かにとっては当たり前でも、本人に
とっては難しいことも。市内小・中学校では、子どもたち一人一人に合わせてさまざまな支援
を行い、「誰一人取り残さない」教育を実践しています。

　子どもたち一人一人には、それぞれ個性があります。誰かにとっては当たり前でも、本人に　子どもたち一人一人には、それぞれ個性があります。誰かにとっては当たり前でも、本人に　子どもたち一人一人には、それぞれ個性があります。誰かにとっては当たり前でも、本人に　子どもたち一人一人には、それぞれ個性があります。誰かにとっては当たり前でも、本人に　子どもたち一人一人には、それぞれ個性があります。誰かにとっては当たり前でも、本人に
とっては難しいことも。市内小・中学校では、子どもたち一人一人に合わせてさまざまな支援とっては難しいことも。市内小・中学校では、子どもたち一人一人に合わせてさまざまな支援とっては難しいことも。市内小・中学校では、子どもたち一人一人に合わせてさまざまな支援とっては難しいことも。市内小・中学校では、子どもたち一人一人に合わせてさまざまな支援
を行い、「誰を行い、「誰を行い、「誰一人取り残さない」教育を実践しています。一人取り残さない」教育を実践しています。

　子どもたち一人一人には、それぞれ個性があります。誰かにとっては当たり前でも、本人に
とっては難しいことも。市内小・中学校では、子どもたち一人一人に合わせてさまざまな支援
を行い、「誰一人取り残さない」教育を実践しています。
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内容／仕事関係や人間関係など、悩みを持
つ方の相談を受け付けています。企業勤務、
大学講師の経験を生かし、精神的なバック
アップやアドバイスをします。　相談料／無料
※詳しくは、電話でお問い合わせください。

とき／3月12日㈰9時30分～12時　ところ／ふれ
あいセンター   ふれあいホール(南玉垣町6600)　
参加料／無料　内容／漢詩・和歌・俳句・歌謡曲を
吟で楽しみます。佐佐木信綱の歌で、中国
5,000kmの旅をお楽しみください。

対象／小・中学生1人と保護者1人のペア　
とき／3月25日㈯15時から　ところ／埠頭
ビル(四日市市千歳町37)　内容／小型船で
四日市港をクルーズ　参加料／無料　申込
み／2月28日㈫までに電子メールで

対象／どなたでも　とき／火・木・土・日曜日19時～
21時　ところ／市武道館ほか　内容／元気に楽し
く、そして強く、礼法と受身を身に付けて相手を思い
やる気持ちと強い体を作ろう。　申込み／電話また
はホームページ(鈴鹿錬成会で検索)で

対象／本人、家族、関心のある方どなた
でも　とき／2月8日㈬13時～15時　
ところ／牧田コミュニティセンター　
内容／悩み相談、情報交換、介護家族
の交流　参加料／100円

とき／第1～4土曜日19時～21時　ところ／白子コ
ミュニティセンター　内容／中国語に関心を持つ幅
広い年齢層のメンバーが和やかな雰囲気で学んで
います。　講師／学識経験豊かな北京出身の女性
講師　参加料／月4,000円　申込み／電話で

「長太の大楠」の写真募集。スマホ写真でも可　
申込期限／3月5日㈰　※詳しくは電子メールで　
◆写真展　とき／3月14日㈫～20日㈪8時30分～
17時（初日13時まで、土曜日10時から、日曜日9時
から）　ところ／市役所本館１階　市民ギャラリー

対象／発達障がい児を持つ親　とき／2月17日㈮10時～
11時30分　ところ／市内飲食店(申し込み後詳細連絡)　
内容／子どもとの関わり方、子どもの友だちや祖父母の関
わり方、子育て環境を打開するヒントを得られます。　参加
料／自身のお茶代(500円程度)　申込み／電子メールで

対象／小学2年生以上　とき／毎週土・日
曜日の午後　ところ／市内の公立テニス
コート　参加料／年1万5,000円程度　
申込み／3月31日㈮まで　※詳しくは、電
話でお問い合わせください。

対象／60歳以上の方　とき／毎月第2金曜日
13時30分～14時30分　ところ／神戸コミュニ
ティセンター　内容／童謡や歌謡曲に合わせ
て、歌ったり体を動かしたりして脳を活性化し
ます。　参加料／500円　申込み／電話で

対象／配偶者のいない60歳以上の方　とき／2月
18日㈯11時30分～12時50分　ところ／ポルタひさい2階　
交流活動室C(津市久居新町3006)　 定員／男
女各10人(先着順)　参加料／1,500円　持ち物／
身分証明書(運転免許証)　申込み／電話で

対象／高校生以上　とき／3月24日㈮10時～
11時40分、14時～15時40分　ところ／オンラ
イン（ZOOM）　参加料／無料　申込み／3月
16日㈭17時まで　※船の学校で、船員を目指
しましょう。詳しくはホームページで

対象／市内在住・在勤の方　とき／3
月19日㈰　ところ／西部体育館　内
容／男子・女子・混合ダブルス　参加
料／中高生500円、一般1,000円　申
込み／2月19日㈰までに電子メールで

対象／年齢を問わずどなたでも　とき／毎月第4木曜日10時
30分～12時　ところ／ほのぼのハウス(中旭が丘4-7-2)　内
容／Jゴスペルという日本人のためのオリジナルゴスペルで愛
をテーマに歌っています。　参加料／100円　申込み／電話
で　※キーボードが弾ける方を歓迎します。

とき／2月18日㈯8時～9時30分(雨天中止)　集合／西条中
央公園(文化会館隣)　内容／仲間と一緒にジョギング(ウ
オーキング)しながら、ごみ拾いをするNEWフィットネス　参
加料／無料　持ち物／軍手またはトング、ごみ袋　申込み／
2月11日(土・祝)までに電話またはショートメール(SMS)で

とき／毎週金曜日9時30分～11時30分　
ところ／ふれあいセンター  ふれあいホー
ル(南玉垣町6600)　内容／元気よく声
を合わせて、一緒に楽しく歌いましょう。
※いつでも見学にお越しください。

とき／2月19日㈰(雨天時は26日㈰)　
集合／9時10分に近鉄塩浜駅西口　
内容／南部丘陵公園の梅林を楽しもう
（8km）　参加料／200円(当日徴収)　
※弁当持参、マスク着用

とき／2月14日㈫19時～21時　ところ／
白子公民館　内容／不登校のお子さん
をお持ちの親を中心とした集まりです。
心配なことや気になることを一緒にお話
ししましょう。　参加料／100円

対象／無職の子どもを持つご家族　とき／
2月27日㈪10時～12時　ところ／アスト津
ビル3階(津市羽所町700)　内容／就職に
向けてやる気の引き出し方を体験しながら
学びます。　参加料／無料

対象／一般の方および高校生　とき
／2月12日㈰11時～16時　ところ／
名古屋サンスカイルーム(名古屋市
中区錦1-18-22)　参加料／無料　申
込み／事前予約制でホームページから

重田　372-1951

日本吟道学院みえ連合会
坂　 090-5628-9950

三重県海事広報協会　 340-6430
　　Kaijikou@m4.cty-net.ne.jp

川﨑洋平　　090-7609-2450　　
　 384-3741

「家族の会」鈴鹿地区会
下野和子　 370-4620

ニーハオ会
堤忠彦　 090-3424-1946

蔭地敏男 　080-5010-4693
　ny7t-ooj@asahi-net.or.jp

樋口さおり　 cct.riosa@gmail.com

ソフトテニス連盟鈴鹿支部
杉村宣昭　382-5123

山口智美 　090-5625-4525

久居サークルクラブ　望月
　080-3623-4966　     fuji077@yahoo.co.jp

国立清水海上技術短期大学校　教務課
　054-334-0922　      https://www.jmets.ac.jp/shimizu/

鈴鹿市バドミントン協会
　suzukabad@yahoo.co.jp

安田　090-9915-6972

プロギングみえ  木村　090-9948-6597

田中町子　 386-3635

鈴鹿市民歩こう会
鈴木利昭　080-1611-9264

つぅの会
橋本　080-1987-4008

若者就業サポートステーション・みえ
　059-271-9333

(公財)私立大学通信教育協会　03-3818-3870
　https://www.uce.or.jp/explanation/
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うつ・心神不安定・
自信喪失の方の相談室

吟の世界を楽しもう
みえ吟の集い

四日市コンビナートクルーズ
参加者募集

鈴鹿練成会  柔道教室
生徒募集

認知症の人と
家族の会のつどい

中国語を学びましょう

大楠が見える風景写真
作品募集・写真展

発達障がい児を持つママのための
心が軽くなるお茶会

小学生ソフトテニス教室
令和5年度児童募集

歌って元気倶楽部

熟年婚活の会

船の学校
Web学校説明会

鈴鹿市民バドミントン大会

ロバの子旭が丘
Jゴスペルクラブ

プロギング参加者募集

鈴鹿女声コーラス団員募集

鈴鹿市民歩こう会
参加者募集

鈴鹿不登校を考える親の会

若者の気持ちがわかる講座

大学通信教育
合同入学説明会

次回の募集は４月5日号掲載分です
●原稿規格／タイトル15文字程度・
本文80文字程度 
●申込み／2月20日㈪から24日㈮
までに、ファクスまたは電子メール
（　382-2219  　johoseisaku@
     city.suzuka.lg.jp）で情報政策課
へ。なお、機器故障や送信誤りな
どによる掲載漏れ防止のため、フ
ァクスで申し込みされた方は、電
話で情報政策課（　382-9036）へ
ご連絡ください。電子メールで申
し込みされた方へは、電子メール
受信後、こちらから受信完了した
旨を必ず返信します。募集期間を
過ぎても返信が無い場合は、情報
政策課へご連絡ください。
●注意事項／営業、政治、宗教活動と
認められるものは、お断りします
(企業・自営業者の活動を含む)。
※当事者間のトラブルについて、市は
一切関与しません。
※同一主催者の掲載申し込みは1回1
記事に限ります。

ばん

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
当面の間、窓口での受け付けを中止します。











　昨年12月、市役所本館で行われた「SUZUKA　
eMotorSports Experience 2022」の場で、NPO法人
鈴鹿モータースポーツ友の会では、「モータースポーツお
宝ステッカーチャリティー」を実施しました。貴重なステッ
カーの数々を出品したこともあって、大きな反響がありま
した。
　このステッカー提供者の一人が、藤

ふじ

岡
おか

邦
くに

雄
お

さん（67歳 
磯山）。藤岡さんは富山から本田技研工業㈱鈴鹿製作所
に就職し、同社の2輪チーム「鈴鹿レーシング」や鈴鹿サー
キットでのオフィシャル活動に携わるなど、モータース
ポーツと歩んだ方です。ホンダ在職時代、共に車両開発を
行っていた佐
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六
ろく

さん（75歳 鈴鹿ハイツ）が今回の
チャリティーに協力することを知り、「思い出深いステッ
カーですが、しまい込んでしまうより、人のお役に立てて、
喜んでいただけるのなら」と
自らのコレクションを出品
されました。
　鈴鹿モータースポーツ友
の会では、今後も同様の
チャリティーを実施し、社会
貢献を行っていく予定です。

モータースポーツお宝探検隊　vol.18

　子どものころ、学校の授業は当たり前の
ように行われるものだと思っていました。
今回特集で学校を取材すると、その裏側
では、先生や介助員さんなど教育現場の
皆さんが、子どもたちのために、見えない
努力や工夫をされていることを知りました。
ある先生は、「工作などをするときには、子
どもに自信をつけてもらうため、必ず成功
できるように作業の手順を考えている」

と話され、授業の準備を念入りに行われていました。ま
た、介助員さんは「難しい言葉をかみ砕いて、子どもた
ちに伝えるようにしている」とのことでした。
　さまざまなニーズがある学校。それを全て満たすこと
は難しいように思います。それでも、「一人も取り残さな
い」の思いで取り組む教育現場の皆さんに、尊敬の念を
持ちました。（晴）

鈴鹿の

～写真でみる80年～

レガシー
　1942（昭和17）年12月1日に誕生し、今年で市
制施行80周年を迎える鈴鹿市。80周年にちなみ、
このコーナーでは本市の発展を振り返ります。
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その6

■中野能成（鈴鹿モータースポーツ友の会　事務局）　
なかのよししげ

市制施行80周年記念
みんなで創ろう！レガシー事業（桜島小学校）

　みんなで創ろう！レガシー事業は、市制施行80周年
記念事業として、市内の小・中学校が、学校単位で自
由な発想により企画した取り組みを行う事業です。
　今回は、桜島小学校のレガシー事業の取り組みを
紹介します。

遺産

お  がわ とも ゆき

み  たに とも あき

▲藤岡さんの貴重なコレク
　ション（一部） 

　国際委員会の児童が、世
界地図上に各国のあいさつ
を掲示しました。

　桜島小学校では、外国につながりのある子どもたち
がたくさん在籍している強みを生かし、さまざまな国
に関する学習を行いました。

事業名：もっと知ろう、もっと好きになろう、世界の
国々のこと！そして、共に生きていこう！

世界のあいさつを知る

世界を知ろう！「国旗かるた」

世界を学ぶ

　全ての学年で、世界各
国の特徴を知ることが
できる「国旗かるた」を
体験。さまざまな国への
親しみにつなげました。

　英語の授業で、外国
につながりがある児童
の関係国の位置を地球
儀で確認し、世界各地
にルーツがあることを
学びました。また、各国の民族衣装や料理などを五
感を使って学習しました。　


